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女子短大生の飲料摂取について（ 第３報）

戸板女子短大　　　 蟻川　トモ子　　 ○木村　真由美

文教大女短大　　　 大久保　洋子

〔(社) 日本家 政 学会

〔 目的〕　水を飲む習慣が崩れはじめ、 更に飲料水の摂取量が滅少している傾向が前回二

度の調査によって明らかになった。

そこで今回は、 飲料摂取の減少傾向に関与す ると考 えら れる食事内容、 及び 生活 状態の

調査を行い、 また、 飲料の摂取量と排泄量 のバランスを知 るために 排尿量の測定 も行 った。
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〔 方 法 〕　 ２ 校 の 女 子 短 大 生30 名 を 対 象 に 、1991 年 の 夏 季 休 暇 中 の

、 体 調 が 良 好 と 思 わ れ

る 連 続 ７ 日 間 を 自 己 選 択 し 、 下 記 の 内 容 に つ い て 質 間 紙 調 査 法 に よ る 宿 題 調 査 を 行 っ た ．

調 査 方 法　1. 食 事 内 容 （ 摂 取 し た 食 物 の 内 容 、 概 量 ）　2. 排 尿 （ 回 数
、 量 ）

Ｊ　　 皿-Jl-　　 ・
㎜㎜㎜㎜　＝ ７3.　 生 活 状 態 （ 健 康 状 態 ， ス ポ ー ツ ， ア ル バ イ ト ， 外 出 の 有 無 と 時 間 ）

〔 結 果 〕 （1 ）1 日 当 り の 飲 料 量 は 平 均975.8 ±271.2m l 、 最 小595m l 、 最 大1,720m l

で あ り， 前 回 の 二 度 の 調 査 と ほ ぼ 同 じ 傾 向 で あ っ た 。

（2 ）1 日当りの尿量は平均892.9 ±256.8m l、最小316m l、最大1,454m 1 で、排尿回
数は１日平均5.4 回であった。

（3 ）飲料量と尿量の関係をみると、飲料として多く摂取している者は尿量が多く、 飲料
摂取量とほぼ比例関係にあった。一方、飲料摂取量に対して尿量の多かった

者の食事内容
を検討してみると、果物や水分の多い料理などの摂取が多く、これによって水分量を

補充
しているものと思われる。

（4  ）夏季であるにも関わらず、多量の発汗をうったえた者は少なく、スポーツを行った
者も少なかった。

C 12 米食の実態と嗜好に関する調査
賢明短大　　　 ○坂本　薫

奈良女大家政　　 丸山　悦子

＜目的＞現在、 新しい銘柄米が相次いで誕生し、 消費者の人気を呼んでいる。 米の輸入自

由化も問題になっており、 米を取り巻く環境は大きく変化しつつあるといえる。 また、 米

飯の冷凍食品やインスタント食.a =5:ども日常的に使用されるようになってきた。 本調査で

は、米食の実態と嗜好について明らかにしその要因や変化を考察するために、 高校生とそ

の炊事担当者および女子大生を対象に、米食に関して食生活、 嗜好、 意識などについて調

べ、 検討を行った。

＜方法＞　1991年5月下旬から6月中旬に、 大学生250名、 高校生500名、 炊事担当者500名を
対象に、 調査用紙配布によ､る質問紙法で調査を行った。

＜結果＞大学生は欠食が多く、夕食においても主食を１週間に１回以上欠食した者が35.5

％と他の対象者に比べてかなり多かった。 また、 市販の米飯調理品の利用は大学生に多く、

高校生・炊事担当者では少なかったが、 高校生の利用意欲は高かった。 好きな飯料理は。

どの対象者も「寿司」であったのに対し、 よく食べるものには69.0％の者が「カレーライ

ス」を挙げており、 年齢による差はみられなかった。 しかし、 白飯の嗜好では、 炊事担当

者が弾力と粘りのある飯を好んだ。米購入の基準については、 炊事担当者は「 味」で、大

学生は「銘柄」で選ぶ傾向があった。
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